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薬剤師国家試験出題基準につい 

・薬剤師国家試験出題基準は、薬剤師試験委員が▲試験問題を作成するうえで「妥  

当な出題範囲」と「ほぼ一定の問題水準」を保つために策定される基準であり、  
その一内容宰つ叶ては、学術の進歩及び薬剤師業務の変化に伴い、串おむね5年を・  

目途に見直しを行い、‾薬剤師国家試験・の改善を図っていくこととされている。   
現行の出盛基準は、第4次粟剤師国家試験出題基準改定検討会（平原10年1  
2月）における見直しから5年が経過す右ため、現行基準卑見直すべく、 
第5一次薬剤師国家試験出題基準改定検討会を発足させた。   
新基準は、現行基準の達成度こ不足点につ小て検討を行い、あわせて、この5  
年間における．寧学、．●薬学の著しいノ進歩と薬剤師職能の充実及び動向を踏まえて現  

実に対応するために、現行基準を改定■したものであるJ   

新出題基準の改定にあたっての、基本■的な考え方は以ヰのとお・りである二  

（1）出題分野   
出題分野については、現行基準どおりの「基礎薬学」、▲「・医療薬学」、「衛■ 
生薬学」．及び．「英軍関係法親及び薬事関係制度」．の4分野とした。．   

．（■2）出盛項目   
今回の基準見直しの基本的な考え方ね、現行基準の内容に沿って、 

． 

回の改定は、襲学教育の見直しにかかる・学会等の提案と現状の薬学教育を比扮  

して、一差し支えがないと思われる場合には、●大項目レベルでの事項甲整理（琉■  

合・・分離による事項名琴琴）、入れ替えを行っているが、内容に大幅な変更は  

・行っておらず、従来の見直レの灘周である。なお、・出題項月は、あく・までも出  
琴に際し、－準拠すべき基準であ って、出題がすべてこ・の範囲に拘奏されるもの   

ではない。   

・各分野の改定の概要は、以下のとおりである。  

① 基礎薬学  

．「基礎薬学」は、襲剤師職能を身につけるうえで必要不可欠な薬学の基礎  
となる・ものであり、「物質の構造と性質」、「天然医薬資源」及び「生体の  

構造と機能」の3つの大項目に分類されている。  

今回め改定にあたっての主たる要見は以下の’とおりである。  
○ 現行基準に含まれない内容を新たに加えることは可能な限り制限したが  

一部社会鱒要請の変化に対応すづく、最近の科学の進歩の中から薬剤師上  
して理解すべきと判断される項目を新規k追加した。   
○ また、包括的表現で記述されていた小項目及び小項目の内容の例示を、  
整理・統合し、一表現を具体化し、出題範囲を明．■碓化した。  
○ 他分野との整合性を明確にするため、表現を変更追加した。  

ー1－   



② ●一医療薬学  

「医療薬学」は、医療に直接周係した薬剤師の職能、すなわち、適正かつ  

・安全な東物療法の遂行等忙関わる基本的な知誠・技能を対象とする分野であ   

ゃ。したがって、医薬品の作用ノ体内動態・肇剤化・品質に関わる知識と患   
者．の病醸隼理の理解から構成され、内層的には薬理学、薬剤学、毒性学に－加   

えて、基礎碑理及び基礎診断．などの分野が含まれる。   

今回の改定にあたっての主たる要点は以下のとおりで奉る。   
○ 他の分野と重複する項目を整理一統合した。   

○ 包持的葬現で記述されていた現行基準の中項目等を具体的な表現に改め  
た。   

○ 大・中・小項目間の入れ替えを行い、項目間の範囲と水準の調整を行フ  

た。   

○ 医療の進歩J変化に対応すべく、一部追加・修正・削除を行った。  
☆大項目甲整理・調整について  

●大項目は、＿「医薬品の作用ト 「医薬品の体内動態∴「 
． 

な串、現行大項目・「医療薬学総論」の中・′J）項目及・び小項目の内容の例  
示は、「薬事関係法規及び薬事関係制度」とイ医薬品の作用・」、 

「医薬品   

・め体内動態」、「薬剤師業務」に．移動・摩魂した・。   

③J衛生薬学・  

「衛生薬学」，は、’保健衛生分野でめ薬剤師に対する社会の期待を考慮して   

設けられたものでありヾ「健康と環境」■ に関わる知識、技能、態度についで・   

問うものである＿。  

今回の改定にあたっての主た・る要点は以下のとおりである。   
○ 従来、「保健衛生」、「栄養素と食品の化学」t 、「ヒトと環境」二の－3大  

項目に分類されでいた．が、・第1項目及び第2項目を「餅康」に統ニレ、■第  

3項月・を「環境」とした。それによ 
． 

○ 新たに設定された小項目の内容の例示  

☆ 新たに設定、改定きれた法律制度の内容（食品安全基本駄、．健康増進  

法、HAC CP制度、P・RTR怯）  

☆ 新たに間嘩となっている事項（内分泌撹乱化学物質、シックハウス症  
候群）   

④ 薬事関係魔規及び薬■事関係制度   

「薬事醜係法規及び薬事関係細度」は、・薬剤師と・しての業務を潜行するう   

えで必要な接的知識及びこれらに関連する各種制廣、轟剤師としての倫理・   

規範的知識などiこついて取りまと．めたものである。  
今回の改定にあたづては、基本的に現行基準の「湾・倫理・衰任」、「利  

一一 度」 
、 「薬事関係法規」、「医事関係法規」及び「医療保険関係法規」の5   

つの大項目．の編成を踏凝することとし、必要最小限の改正に留ゆた。  
今回の改定にあたって・の主たる要点は、以下のとおりであ1る。  
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○ 現行基準発表以後の法令改正及び制度の規制内容の変更等に応じ、新た  
な規制項目の．追加及び削除ならびに現行基準中の字句の表現の修正、項目  
間の移動などを行った。  

・○ 小項目・の内容の例示は、できるだけ具体附叱転載し、出題範 
した。   

O「値人情報の保護に関する法律」を加え、 

（3）一留意事項   

本出題基準に妄り問題を作成する場合の留意事項は以下のとおりである。  
① 薬剤師として具備しなけれ嬢ならない基本附な知識と技能を評価する問題   

●とする。  

．② 4つの出題分野にづいてはi－相互た密接に関連していることから、具体的   
な問題の作成にあたって．は、重複の無いよ◆う分野間の‘調整には十分な配慮が  
必要である占  

（∋ 資格試験として過度に難解な問題はさける。  

④ 問題の文章構成や条件設定に留意し、正解は⊥っだけであり、それ以外は   
正解セない問題とする。  
⑤ 問題の簸易が特定の分野モこ偏らない土ととす寧0  
⑥ 可能な限り、正しいもの（または正しいものの組合せ）を問う問題とする：。  
⑦ 回答肢の正誤も；ついての判断が全て正しくないと得点か得られない方式で  

ある「全回答肢正誤選択方式」は、＿薬剤師として最低限必要な基本的知識を一   
間う問題について出題する。   

（4）適用時期と次回改定   
新出題基準の適用については、平成17年に施行される試鹸（第90回試験）か   

ら適用する。   

また－、出題基準について鱒、おお由．ね5年を目途に改定さ・れるべきものとさ   
れているとこうだが、薬学教育の見直し．の今後の動向を勘案しな’がら、■－薬剤師   

国家試験制度の改正作業と併せで、出題基準の改定作業を行う必要がある。  

＜参考＞  
「一葉剤師国家試嘩制度改善検討委貞会最終意見（平成6年6・月）－より抜粋  

（－3）出題基準の見直し   

昭和61年11月の薬剤師国家試倣制度改善検討委員会最終意見におい  
て明らかにされているとおり、出琴基準は試験委員に出題の指標を与え、  

一定の水準を保つ†つ■の方策である。従って、出題基準は、あくまでも出  
題に際して準拠すべき基準であって、出題がすべてこの範囲となるよう拘  

．束される－ものではない。   

今回の出題基準の見直．しも引続きこの考え方に沿って、薬剤師として必  

要な基礎的知識及び技能を問う出題を食頭に、薬剤師へ■の新たな社会的ニ  
ーズを考慮し、次のとおり見直．しを行い、▲別添に示す出題基準を策定し   
∴二．  

① 科目毎の出韓萎準の作成を改め、新た・に設定する4つの試験分野毎の   
出題基準とする。・  

② 新たな出題基準は、従来の大項目、小項目を改め、大項目、中項目二  
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′J＼項目の3つに整理する。このう・ち、大項目については包括的な分類に   
改める。  

◎ 従三来甲大項目、小項目はそれぞれ、申項目、小項目．として・再整理す  
る。  

④ 

． 

うことが適当であ・る。  

なお、出題基準の策定に当たっては、その内容をあま・りにも詳細に記草  
することを避け、従凍同様、原則としてその大枠を示すミに留めることとし  
たが・、試放分野が抜本吋に改められたので、参考までに示項目の内容を具  
体的に例示することとした。  
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Ⅰ●二 基礎薬学   

薬剤師職能は、医療技術の急連な進歩にとも・ない、ますます高度化、専門化  
・が進んでいる。これらの進歩に対応できるため！こは基礎学力（理解力と応用力）  
・が必須であるという認識に基づいて、「基礎薬学」が設けうれている。   

特に、実準の過程では身に付け難い基礎力や薬剤■師と．しての生涯研修に耐え   
うる肇質、騎力を判定するために出題される・0   

「基礎薬学」に含まれる科目を例示すると薬・学確論、・物理化学、分析化学  
（日本薬局方試験法を含む）■、有機化学、生姦学、生化獣放射化学、機能形   
態学（生理・解剖学）・、分子生物学、免喪学、微生物学などである。■   

［出題に際しての留意事項］  

（1う■出題の方針  

「基礎薬学」においては、最先端の学問、技術に関する知識を問うのではな  

・．く、その分野での進歩を理解するために必要な基礎的資質を問うこととする。  
大項目「物質の構造と性質」葵び「天然医薬資源」たっいては、医薬品の構   

造十性質及びその分析、確認・純度試験なぜ甲方法論の基礎的知識を中心に出   

麺することとするこ  

大項目イ草体の構造と機階」一については、生体の粗造、機能及び生体成分の   

代謝などに関する基礎的知識を中心に問うこととする。  
日本薬局方につ’いては、記準されている記述そのものを問うことはせず、そ   

の記述を理解し応用する知識、能力を問うこととする。  
なお、簡単な満濃の化合物のIUPAc命名法及び汎用される物質の英語名  
（INN：国際一般名）▲も出題範囲た含まれる。   

（2）他分野との調整  

「基謎薬学」においては、「医療薬学」、 「衛生薬学」及び「薬事阻係法規   

及び薬事関係制度」に直接関連する出題は行わず、それらを理解するた－釧こ必   

要な基礎的知識を．問うこととする・。  
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大項・目   中項目   小項目   小項目‘の内容の例示   

1．物質の構造と性喪  Å．化学構造  a．基本的骨格  云医薬品、環境物質あるいは生体成分に含  

まれる骨格  

・アルカン、アルケン、アルキン、芳香族化合  

物（多環縮合環を含む）、ステロイド、含窒素－  

酸卦硫黄棲乗卿ヒ合物ビリジンごビリミジ  

ン、プリン、インドール、イミグゾール、ブラ  

ン、ピロールなどの誘藤林  

b．基本的薙物の柵造と名         aおもに日本薬局方収搬医薬品の榔造と名  

称  称  

c．代表的な無機化合物と   ム周糊表と原子の電子配世（同位元素を含  

金属錯体．  む）  

bハロゲン化物  

G窒素の酸化物  

d硫黄の酸化物  

eリンの酸化物  

fハロゲンの酸化物  

gオキソ化合物  

h活性酸素  

i陽イオン・陰イオンt金属楕体  

d．立体異性  aキラリテイ⊥、キラル中心・  

b立体異性体（エナンチオマー、ジアステレオ  

マー、・エビマー、アノ寺－、ラセミ体）●■、  

c捷何塊性体（シス／トランス、E／Z）  

d立体配置の表示（R／S、シス／トランス、  

F／Z、D／Lなど）  

白．’化学反応性  a・．化学結合  a共有結合  

bイオン結合  

c配位結合  

d軌道の混成  

e結合の極性  

b．分子間力  a水素結合  

b疎水性相互作用  

cフアンデルウールスカ  

d昔年電的相互作用  

c．基本的化学反応  a置換反応  

b付加反応  

c脱離反応  

d・転位反応，  

e縮合反応  

f酸一塩進度応・  

g酸化・道元反応   
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大項目  項目   項声   小項目の内容の例示   

（1．物質の梼造と性質）   （B．化学反応性）  （c．基本的化学反応）‘  

i云り環状反応  

j炭素一炭素結合生成反応  

kラジカル反応  

一光化学反応の基静  

d．官能基などの基本的な‘   

応性  ハロゲン基、水酸基、エーテル、カルポニル  

基、カルポキシル基、エステル、スルホン酸  
基、アミノ基、アミド草、シアノ基、ニトロ基ヾ  

ニトロソ基、アゾ・ジアゾ基、グアニジノ基、イ  

ソシアナト基、スルフィド基、不飽和結合、芳  

香環、キノン構造、メルカプト基、ジスルフィ  

ド結合  

b官能基の導入・・変換  

e．生体成分の基本的な反応          a糖質  

性  占アミノ酸、ペプチド、タシバウ質  

G脂質  

d核由  

C．物理化学的性質・、  a．化合物の物性  a融点  

t  

b．凝固点■ c…沸点、義気庄 Id雇折串  
t   

et比重 

f旋光度  

g粘度  

h誘電率  

i pKa, pKb 

j国際単位（Sl）  

k双極子モ丁メント  

暮可塑性、可塑剤  

己化学平衡  

b酸・塩基平衡  

c電解質の亀組平衡  

dエントロピー  

eエンクルピー  

f自由エネルギー  

g相平衡、相軌分東平衡  

h沈股平衡  

＝掛化還元平衡  

j錯体生成平衡  

k化学ポテンシャル  

b．平衡  

c．溶液の性質  a準解度  

b電解質水溶液   



大  項目   中項目・■   小項目   小項目の内容の例示   

田  こ・物質の構造と性質う■‾  †cT物理イヒ学約性琴）■‾t【  
Gコロイド溶液■■－■■  

d．高分子溶液  

e溶液の束こ性、浸透圧  

f界面張力、三セル  

g水和  

hイオン強度  

i活畳  

d．反応速度  a．速度定数  

b反応の次数  

c活性化エネルギー  

d逃移状態一．  

e■反応中間体  

f律速段憎  

0．放射性同位元素  a放射性域変  

b－放射．線の柾類と性質  

c汎用される放射性同位車乗の種類と応用  

D．構造桐析法  a．物理学的及び分光学的                  a赤外分光法・  

方法  b紫外可視分光法  

c蛍光分析法  

d核磁気共鳴法・  

e賢還分析法  

f旋光分散こ円二色性  

gX紬回折法   

b．有機化合物のズベクトル  

解析  b紫外可視分光法  

c核繊気共鳴法  

d質還分析法  

E．分鱒・精製法  a．ウロマトゲラフ法  aべ－バ「ウロマトゲラフ法  

b薄層クロマトゲラフ法  

Gカラムクロマトゲラフ法  

dカスク＿叩トグラフ法  

e液体ウロマトゲラフ法  

b．電気泳拗法  a電気泳動の原理  

bゲル閏気泳動  

cキヤピラリ叫電気泳動  

c．試料前処理法  a 

b固相紬出法  

c除タンパク法  

F．定性・定立分析   a・化学的分析法  a日本案局方収載の化学的分析法（確認試  

放法、純度試験法、定量法）   
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中項目   大項目 ▼．一．＿  小項目】．   小項目の内容の脆   

（1．物質血清造と性質）  b．物理的分析法  a日本薬局方収載の吸光度測定法、蛍光光  

度法、原音吸光光度法■、熱分析法、電気的  

滴定法  

c．生物学的分析法  aエンザイムイムノアツセイ・  

bラジオイムノアツセイ  

c酵素学的分析法  

dバイオアツセイ  

G．物理的診断法の原理  a超音波  

b MRI 

cX級CT  

b．光学技術  弓‘ラアイパースコープ  

b不線造影  

2二天然医薬吏源  A，生薬及び漢方薬  a．日本葉局方収載の生葉  

b．漢方薬  a漢方処方の野合と適用  

甲．天射勿由来の医喪畠  

構造、性臥生合成過程の基礎  

ステセイド頬、テルペノイド矩、フラボノイド  

類、ポリフェノール癌、アルカロイド軋主要  

な抗生物質、天然高分子、配糖体  

3．生体の構造と槻能  A．生休成分の榊造と性訂  a単糖  

bオリゴ糖  

c多暁  

d校合多蛇  

e鴨質の物性  

b．脂質の桝造と性質  a脂肪酸  

bトリアシルグリセロール  

c複合脂質  

dコレステロール短  

e脂質の物性  

c．アミノ酸、－ペプチド、タン  

バク質の構造と性質   b．ペプチド  

c単純タンパク質  

d糖タンパウ質  

eリボタン／くウ質  

fタンパウ質の物性  

ー▲9－   



大項目   中項目・   小項目   小項目の内容の例示  

（一3．生体の構造と機能）‥・・ト  （A．生体成分の構造と性∴  dこ疫醸の構造と性質  a核酸塩基、  

質）  bヌクレオシド  

G不クレオチド  

d■DNA  

eRNA一  

0、ビタミシの構造と性質  

タミンB6、ビタミンB12、ビタミンC、ナイア  

シンヾ葉酸、ビオテン、パントテン酸）  

b脂溶性ビタミン（ビタミンA、ビタミンD、ビ  

タミンE、ビタミンK）  

f．無機質  aN∂、K、Ca、－Mgなど生体必須の金属元素  

b微義元索  

g．酵素と酵素反応  a基質特異性  

b寺了相手索  

c活性め調節  

d反応速度論  

e反応阻害  

f金属酌索  

B ・地質の代謝  a‡店新生  

b協鴇経路  

cグリコーゲン代言弱  

dクエン触回路  

巳ベントースリン触回路  

b．脂質の a脂肪酸代謝  

bコレステロール代謝  

。．アミノ酸の代謝  aアミノ酸代謝  

b尿頚サイクル  

cポルフィリン代謝  

d，ヌクレオチドの代謝  aプリン代言桐  

bビリミジン代謝  

8．エネルギー産生  a馬子伝達系  

b高エネルギー溌喜合  

Gエネルギー形態の変換  

C．器官の揃造と梯能  a．神経系  a■神経細胞  

b典窓の伝導▲伝達  

Gシナプス  

d中枢神経系  

e末梢神経系   

－10－  
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中項目   小項目   ・大項目  小項目の内容の例示   

（3．生体の構造と梯能）  （C．器官の構造と鹿能）  a心臓・・卑管 、  

b・循環調節  

c血管内皮・  

c．呼吸器系  a気管一肺  

b呼吸調節 l  

c酸素運搬  

d．消化器系  a消化管・肝臓・膵臓－  

り消化吸収・解毒  

e．泌尿・生殖器系  a膏臓  

b生殖器  

c性周期巧王娠．  

f．血液リンパ系  a血液  

b血球産生・破壊  

cリンパ  

g．筋肉・骨格系  a骨格筋りむ筋・平滑筋  

b骨代言封  

占，筋肉収縮  

h．内分泌系  a●視床下部  

b、下垂体t甲状腺・副腎  

L皮店・感盤台貰系  a皮膚粗雑  

・b視兜・味見、嗅覚  

D．細胞の構造と槻能  a．文枝細胞  8動物細胞  

b植物細胞  

c真西佃胞  

b．原核細胞‘  a細菌、リケッチア、マイコプラズマ、クラミジ  

ア  

。．細胞寄生体・  aDNAウイルス  

bRNAウイルス  

cプラスミド  

d．細胞小器官．  a核、核小体．  

bミトゴンドリア  

七小胞体  

dゴルジ体  

eリソソーム  

fペルオキシソーム  

二g細胞質  

h細胞骨格  

rlト  1細胞壁 



大項目   中項目  ／  ト項目   小項目の内容の例示  

（3・ニー生体の構造と機能）‘メ’丁し  （D・．・・細胞の捕造と擬能）▲‥－  

b腔透過  

c睦鴨位  

f．遺伝情緒の蝮製と発現  

b染色体  

cDNAの禎製  

d変異・修復  

eRNAの種類・車云写・逆転写  

fタンパウ質の生合成  

gタンパク質解析法  

g．●遺伝子工学の基礎  チ追伝子解析法  

h∴遺伝子工学の応用  aベクター  

b遺伝子組換え法  

cクローニング・  

d 

e遺伝子組換えタンパウ質  

E．情報伝達  a．情報伝達機構  a受容体  

b乍タンパウ質  

c・ニ次メッセンジャー・  

dタンパケ質リン酸化一脱リン酸化  

e砥解質  

b．神緯伝達物質  aアセチルコリン  

bカテコールチミン  

Gセロトニン  

dヒスタミン  

eアミノ酸類  

f一酸化窒素  

c．ホルモン  a下垂体ホルモン  

b視床下部ホルモン  

云甲状腺ホルモン  

d副甲状腺ホルモン  

e消化管ホルモン  

fすい臓ホルモシ  

g副 

h副腎髄質ホルモン  

d．エイコサノイド  aプロスタグランジン類  

bロイコ■トリ土ン短  

e．サイトカイン  aインターフェロン類  

bインターロイキン類  

cエリスロポエチン   

－12．－   
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大鼠月こ…‥．‥＿．．…＿‖＿＿．小一．＿＿  ＿史現臥．  小項目   小項眉の内容の例示＿   

（3．生体の構造と機能）  F．免疫   a．体液性免疫  a抗原  

b抗体（抗血清）  

c補体  

d抗原抗体反応  

占抗体産生機構  

b．細胞性免疫  a主要組織適合遺伝≠複合体（MHC）  

c．アレルギー  aアレルギーⅠ、Ⅱ、Ⅲ、Ⅳ型   

－13－   
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Ⅱ．医療薬学  

「医療轟学」とは、医薬品の適正使用を目指し、．医療に直接関係した薬剤師   

の職能を発揮．するために必要な知芸阻・技能の基本となる分野セある。  

［出題に際しての留意事項］  

（1）．出題の方針，   

従来の出 題形式に加え、固切な薬剤中濃択と投与方法、施薬指導などに閲し  

．て問う症例を中心とした総合的な出題形式を含む。さらに、保険薬局及び嫡院  
・診療所におけ亭実務実習の成果を問う間・題も対象となるこ   

（2）．他分野との調整  

．「医療薬学」は、痕学教育の諸科目と広く関連することから、閑適する基礎・   

的な知識を組み合わせた総合問題も．出題の対象となる。  

′J一  

－14－  
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Ⅱ－ 医療薬学  

中項目  小項目   小項目の内容の例示  

A．乗物の作用勝序  弓．促進菓と抑制轟  a受容体  

bイオンチャネル・  

c輸送体（トランスポーター）  

d 

b．用量：反応関係  

c．緋造活性相関  

B．末梢神経系及びその     a．．白線神経系及びその効果  

効果器ヒ作用する薬物  b副交感神経興奮様轟及び遮断菓  

c自律神経節刺激菜及び遮断薬．  

b．体性神経系及びその効果    a局所麻酔薬  

器に作用する薬物   b神経筋接合部刺激薬及び遮断薬．  

C．中枢神経系に作用す   a吸入麻酔薬  

る葉物  b音争脈麻酔菜  

己麻酔神助藻  

b．催眠薬  aベンゾジアゼピン茶菓  

bパルピッール醜系渠  

c．向精神薬  a統合失調症治療薬  

b抗不安熟神経症治療薬  

c抗うつ轟  

d抗そう粟  

ヰ抗てんかん菓  a抗部分発作薬  

b杭全般発作染  

c抗てんかん重箱稟  

e．中枢性筋弛鱒喪 ・a抗痙性麻痺喪  

t抗パーキン●ソン病葉  a．カテ＝トールアミン関連菜●  

b抗ヨリン轟  

g．鈍痛薬  a麻栗性鎮痛薬  

b非麻薬性絨痛葉  

c麻薬桔抗薙・  

h．解熱薬  aサリテル醸系菜  

bアニリン系薬  

cビラソロン（ピリン）系菓  

i．中枢典奮稟  ●a大脳皮質興奮蓬  

b中枢性呼吸興奮喪  

c覚醒アミン  

j．めまい治療薬  a抗ヒスタミン柔  

bアドレナリンβ受容体刺激葉   

－15－   



大項目   中項目   小項目   小項目の内容の例示ノ   

（1．医柴島の作用）l  （C二 中枢神経系に作用す  k．脳緬環代謝改善集  
る轟物）  

b脳神経機能賦活菜  
？内因性生理活性物質．  

l．抗アルツハイマー病薬  

a．免疫抑制謁  

物  

b．免疫増強菜  

P・免疫調整喪  a DMARD 

d．ワクチン・抗血清  

E．抗アレルギー菜  d．抗ヒスタミン東  

わ，ケミカルメディエータ一遇離  

阻害菜．  
＼  

c．ケミカルメディエータ一合成  
阻害薬  

d．ケミカルメディエータ一迫析  

菜  

F．抗炎症薬  弓．－ステロイド性抗炎 

b．非ステロイド性坑炎症桑  

。．消炎酵索  

a．■心不全治療来  a．利尿薬－  

る葉物  b‘強心配拙体  

cアドレナリンβ受容体刺激燕・  

dPDEⅢ胞富来・■  

e硝酸薬．  

fACE阻害乗  

gアンギオテンシンAT、受容体遮断薙  

hアルナリンβ受容体遮断薬  

b．不整脈治療喪  aI群菜  

bⅡ・絆薬 

cⅢ群準  
dⅣ群集  

e強心配脚本  

c．虚血性心疾患治療薬   a硝酸薬  

bアドレナリンβ受容体遮断薬  

占Ca2◆チャネル遮断薬  

d血庵溶解薬  

e血液凝固阻害薬  

f血小板凝集阻害英  

f麻薬性鎮痛薬  

gアデノシン増強薬   

－16－  
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大二項目   中項目   小項目   小項目の内容の例示  

（1．医薬品・の作用）  （G．心臓血管系に作用す  d．高血圧症治療薬 t  

る乗物）  b・アンギオテンシンAT－受容体準新薬  

cACE阻害葉  

d一利尿葉  

eウドレナリンβ受容体遮断英  

fアドレナリン．α，受呑体遮断薬．  

g中枢性交感神経抑制薬  

h束硝性交感神経抑制案  

i血管拡張藁  

e．低血圧治療薬  aカテコールアミン茶菓  

b非力テコールアミン束薬  

f．末梢血管拡張葉  二aプロスタグランジン系薬  

も主コテン酸系菓  

cアドレナリン甲一受容体遮断薬  

dアドレナリンβ受容体刺激菜  

a．末梢性呼吸興奮薬  

葉物  
b．鎮咳一去痍菜  

c．気管支喘息治療薬  

a．他胃消化薬  

物  
b．消化性潰癌治療薬  a制酸尭  

b抗コリン衷  

c抗ガストリン菓  

dヒえタミ■ン一日之受容体遮断菓  

eプロトンポンプ阻害菓  

fドパミンD⊇受容体遮断菜  

gプロスタグランジン系菜  

h防御因子増強染  

i．ヘリコバクターピロリ除菌落  

。．胃瀾機能改善薬  

d．鋲痘菓  

e．催吐及び制吐薬  

仁滴下及び血流薬  

g．肝・胆・膵臓槻儲改善轟  

a．利尿薬  a浸透圧性利尿薬  

葉物  bチアジド系利尿薬  

1  

c炭酸脱水酵素阻害菓  

dループ利尿薬  

eカリウム保持性利尿薬  

fアルドステロン桔抗薬   

b．排尿障害治療薬   

－1了－   



大項目   中項目．   小項目   小項目の内容の例示   

（1．医薬品の作用）   （」．泌尿器系に作用する・  

染物）  

K．生殖器系に作用する  
薬物  

b：子宮収縮柔  

？．子宮弛罷業  

d∴隠妊菜  

L．．血液・造血器官に作用  
する乗物  

b．血液凝固政客染及び止血  

薬  

c．血小板粛舘阻害塵  

d．血栓溶解菜  

0．血液代用諜  

f．血液怨剤  

M．；D別三作用する薬物  
局所麻酔薬、抗商珪、角膜  

治療薬、血管収縮凛）  

b．白内障治療薬  

c．緑内障治療来  

d．アレルギー性結膜炎治療  

薬  
N．皮膚に作用する薬物  

b、鋲経基‘  

c．角化症治療薬  

ロこ内分泌・代謝系に作用・   a視床下部向下垂体ホルモン及び下垂体  

す 前卦後尭ホルモンとその分泌異常治療薬  

b甲状腺ホルモンとその遮断喪  

d」  

d膵臓ホルモン・  

e副腎皮質ホルモンとその合成代用賂  

f性ホルモン関連詫とその合成代用麺  

gタンパク貨同化ホルモン  

h消化管ホルモンとその遮断菜  

b．ビタミン  a水溶性ビタミン  

ウ脂溶性ビタミン  

c．糖尿病治療薬  aイ．ンスリン製剤  

bスルホニル尿素系薬  

c速効型インスリン分泌促進葉  

dピグア土ド系葉  

eα－グル占シダーゼ阻害葉   

‾∴’：‾》   



中項目   小項目   小項目の内容の例示  

（0．．内分泌・イモ謝系に作・  （c・翫病治療薬） l  

用する薬物）  g合併症治療■葉  

d．高脂血症治療薬  aHMG－CoA還元酵素阻害薬  

b・陰イオン交換樹脂  

cフィブラーート系葉  

dニコチン酸系薬  

e植物ステロール  

e．高尿酸血症治療薬  a尿酸酢世促進薬  

も尿酸合成阻害菜  

c痛風発作抑制薬  

f．骨粗しょう症治療薬  

a．抗細菌英．  aβ－ラウタム系薬  

．薬物  bアミノグリコシド系薬■  

cマクロライド系薬  

dテトラサイクリン系薬  

eペプチド系柴  

fニューキノロン系薬・  

gスルホンアミド系薬  

b．抗抗酸菌薙  a抗結核梁  

bハンセン病治療薬  

c．抗真菌薙．  aアゾール系集・  

bポリエン系薬■  

d．抗ウイルス桑  a抗ヘルペスウイルス薙  

b抗サイトメガロウイルス柴  

c抗イシフルエンザ桑  

d抗HIV薬  

e抗肝炎ウイルス蕉  

e．抗寄生虫諜■■  a抗原由来  

b抗鹿虫諜（抗蛇虫菓）  

f．消毒薬  aアルコール妬  

bハロゲン化合物  

G 

d－過酸化物．  

eアルデヒド頬‥  

f界面活性物質   

Q．抗悪性腫瘍薬  a．アルキル化粟  

b代謝結抗薙  

c．抗生物質  

d．白金錯体  

e．天然物由来物質  

tホルモン療法薬   

大項目  

（1．医薬品の作用）  
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大項目   中項目   小項目．   小項目の内容の例示  

1．医轟品の作月∃）  （Q．抗悪性腫癌薬）  gJ免疫療法菓  

h．分子標的治療薬  

R．診断用薬  乱造影剤  

b．機能検査用薬・∴  

c．放射性診断薬  

d．検査薬（妊娠、鵬尿、潜血  

ど）  

S：●薬効其理と一般薬理  a．′薬効薬理試験・  

b．－娘薬理試験  

T．医乗品の安全性   a．t有害事象と副作用  a有害事象と副作用甲走窮  

b有害事象の分放と毒性試験ぬ性毒性、  

促性毒性、生殖・発生毒性、発がん性、局  

所刺激性、光量性、遺伝毒性、．抗原性、光  

感作性；依存性、耐性）  

c副作用の種類（過還による副作用［燕理  

作用の延長抜上の反応］、一般的な用量  

による副作用）  

b．副作用発現に影膠する因            a生麺的因子（年齢、性）  

子  b病的因子（肝、腎疾患） 

G遺伝的因子（人種差、前菜欠損）・  

dアレルギー性休質  

e併用薬  

f環境因子■  

c，薬剤耐性  ヂメチシリン耐性発色ブドウ球菌（MRSA）  
等  

b麻薬等  

c抗悪性腫瘍薬等  

d．・急性染物中毒とその処置  

b解毒染  

e．障害誘発薬物  a肝障害  

b腎障害  

c循環器系障害  
d∴神経・感覚器陪審 I I 

e皮膚障害（アレルギー、先週放症） 】  

f血液、造血器障害 

g呼吸器系障害  

h発生・生殖器障害  

i．骨格筋障害  

f．薬害   aサリドマイド、クロロキン、キノホルム、ソリ  

ブジンと5－FUの併用   

i▼ ■・▲、   l
 
 




